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健やかな成長を願い
　４月 23日～ 5月 10日、湯江川（有明町）に色とりどりの鯉の
ぼりがお目見えしました。これは、池田自治会（有明町湯江）が子
どもの健やかな成長を願うとともに、湯江川の美化活動の一環とし
て 9年前から取り組んでいるもので、今回は、「市がまだす地域づ
くり補助金」を活用して１連を２連に増やし、23匹の鯉のぼりが
湯江川を元気よく泳いでいました。
　鯉のぼり揚げに参加した東向保育園（有明町）園児の皆さんが、
元気よく鯉のぼりの歌を合唱し、ゆうゆうと泳ぐ鯉のぼりは地域住
民らの目を楽しませていました。
　同自治会では、子どもたちや地域の皆さんが元気になるようにと、
今後もこの取り組みを継続していくそうです。



ライフステージ別「食育のポイント」

妊娠期 母親の低体重や妊娠高血圧症候群、貧血など、食生活の改善で予防できる妊
娠期の疾患について理解し、予防しましょう

乳幼児期
0～５歳

食べ物の入り口である口の健康を守るため、保育所や幼稚園などで実施する
フッ化物洗口やフッ化物塗布を利用し、虫歯を予防しましょう

学童期
6～ 14歳

「早寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムを整え、家族そろって朝ごはんを
食べる「共食」を心がけましょう

親元から自立し、生活する中で、将来にわたって生活習慣病を予防するため、
バランスの良い食べ物を選択する能力を身につけましょう

青年期
15～ 24歳

壮年期
25～ 44歳

健康診断などを活用して自分の身体の状態を知り、生活習慣病を予防しましょ
う

中年期
45～ 65歳

特定健診などで自分の身体の状態に合わせて、食べ物を選択し、生活習慣病
を予防しましょう

歳を重ねるにつれて、活動量の減少や身体機能の低下から、食欲が落ちるこ
とがあります。おいしく食事を取ることに心がけましょう。

高齢期
65歳以上

　食育とは、さまざまな経験や体験を通して、食に関する知識と食を選択する力を身につけるこ
とです。国は、食育を普及するため、食育基本法が制定された 6月を「食育月間」、毎月 19日を
「食育の日」とし、継続的な食育の推進を図っています。
　市では、食育が広く市民一人一人に浸透するよう「第2次島原市食育推進計画」を策定し、食育
に取り組んでいます。
　「食」は、妊婦および乳幼児から高齢者まで、すべての人の基礎となるものです。
　いつまでも健康で生き生きと暮らせるようライフステージに合わせた食育に取り組みましょう。

1 月 26日「ふれあい給食（第五小学校）」の様子

６
月
は
「
食
育
月
間
」

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
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と　き　６月 19日（金）10時～ 13時
ところ　サンプラザ万町
参加費　無料

●野菜は健康長寿の秘訣！～健康料理の試食～
●血管の若さを知ろう～血管年齢・血圧の測定～
●強い骨で骨折予防～骨密度測定～
●食に関するクイズ～食にまつわるトリビア～
●減塩はじめの一歩～塩分測定と適塩みそ汁の試飲～

▶問い合わせ先　市保健センター（☎ 64-7713）

～取り組みに参加して家庭の食育につなげましょう～

「食育の取り組み」

～食育イベントに参加して食育を体感しませんか～

島原食育フェスタ『おいしく食べて楽しく食育2015』

地　域
◇食育イベントの開催
◇健康料理教室の開催
◇郷土料理教室の開催
◇世代間交流の促進

保育所・幼稚園・学校など
◇離乳食や食物アレルギーに関する知識の普及
◇野菜などの栽培体験
◇給食を活用した食育講座
◇親子料理教室の開催

農業・漁業・商業
◇島原ふるさと産業まつりなどのイベントでの
　生産者と消費者の交流促進
◇島原特産品の創出や物産展などの開催
◇地元産物の消費拡大や流通促進
◇農業・漁業の体験活動の充実

3　　平成 27.6.
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40 歳から 74 歳までの国民健康保険に加入および後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ

６月１日から特定健診が始まります
　皆さんは、年に１回、特定健診を受けていますか。
　脳卒中や心筋梗塞などの生活習慣病の予防のため、自分の生活習慣
を振り返る良い機会です。ぜひ、特定健診を受けましょう 。

    市で実施している特定健診は、国民健康保険に加入している 40 歳から
74 歳までの人や後期高齢者医療保険に加入している人が対象となります。
　また、今年度から新たに 30 歳、35 歳の節目健診も始めました。
　自己負担は無料です。早いうちから健診を受けて、生活習慣病の予防に
努めましょう。

健診の受け方と受ける時のポイント

①受診券が届く
②実施日程と会場を確認（個別健診を受ける人は病院へ予約を入れましょう）
③受診券と健康保険証を持参し健診を受ける
④約１カ月後に結果が届く
⑤結果により、生活習慣の改善が必要な場合、特定保健指導を受けましょう
※普段、病院に通院している人も対象となります。毎年、健診を受けましょう
※市が実施する「人間ドック」や「脳ドック」を受診する場合は、受診の必要はありません
※特定健診の受診勧奨のため、地域の健康づくり推進員さんが自宅に伺う場合があります
　（健康づくり推進員とは、生活習慣病予防など健康づくりのための基礎知識を学び、地域の
　中で総合的な健康づくりのボランティアとして活動している人たちのことです） 

体格の検査　身長・体重・BMI…肥満や痩せでないか調べます
　　　　　　腹囲…内臓脂肪の蓄積を調べます
血圧測定　血管にかかる圧力を調べます
尿検査　腎臓の機能を調べます
心電図検査　心臓の機能を調べます
血液検査　中性脂肪、HDL コレステロール、LDL コレステロール…動脈硬化の危険度を調べます
    　　　  赤血球、血色素、ヘマトクリット…貧血がないか調べます
               GOT、GPT、γ -GTP…肝臓の機能を調べます
               クレアチニン、尿酸…腎臓の機能を調べます 
               血糖、HbA1c…糖尿病の危険度を調べます

≪問い合わせ先≫　
　市保健センター（☎ 64-7713）
　有明保健センター（☎ 68-5335）

【注　意】
◎午前中に受診する場合は、健診の 10 時間前から水以外の飲食は控えましょう
◎午後に受診する場合は朝食は軽めにし、健診まで水以外の飲食は控えましょう

主な検査項目
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日程および会場

会　場 受　付　日　時 会　場 受　付　日　時

市保健センター

6 月　9 日（火）13:00 ～ 14:00  
18:30 ～ 19:30

有明保健センター

6 月 19 日（金）13:00 ～ 14:00  
18:30 ～ 19:30

6 月 12 日（金）13:00 ～ 14:00 6 月 21 日（日）　9:30 ～ 10:30

6 月 13 日（土）13:00 ～ 14:00 6 月 22 日（月）13:00 ～ 14:00

7 月　5 日（日）　9:30 ～ 10:30 6 月 23 日（火）13:00 ～ 14:00

7 月 14 日（火）13:00 ～ 14:00 7 月 16 日（木）　9:30 ～ 10:30

7 月 15 日（水） 13:00 ～ 14:00  
18:30 ～ 19:30 7 月 17 日（金）13:00 ～ 14:00

森岳公民館
6 月 10 日（水）13:00 ～ 14:00 三会農村環境改善

センター
7 月　2 日（木）13:00 ～ 14:00
7 月　3 日（金）13:00 ～ 14:006 月 11 日（木）13:00 ～ 14:00

有明漁協 6 月 15 日（月）13:00 ～ 14:00
島原市医師会館 7 月　7 日（火）13:00 ～ 14:00

7 月　8 日（水）13:00 ～ 14:00
杉谷公民館

6 月 16 日（火）13:00 ～ 14:00

6 月 17 日（水）13:00 ～ 14:00
安中公民館 7 月　9 日（木）13:00 ～ 14:00

7 月 10 日（金）13:00 ～ 14:00
霊丘公民館

6 月 25 日（木）13:00 ～ 14:00

6 月 26 日（金）13:00 ～ 14:00

※受付時間内に受け付けを済ませてください
白山公民館

6 月 30 日（火）13:00 ～ 14:00

7 月　1 日（水）13:00 ～ 14:00

②個別健診を受ける人
　▶日　程　6 月１日（月）～ 11 月 30 日（月）
　▶場　所　市内指定医療機関

①集団健診を受ける人

健診を受けた人の声

　忙しいなかの健診でしたが、
異常が見つからなくて安心し
ました。これからも健康に気
をつけながら、バリバリ働く
気力がわいてきました。

　異常は見つからなかったけ
ど、去年より血糖値が上がっ
ていました。結果説明会で話
を聞いて、生活改善のコツが
分かったのでよかったです。

　中性脂肪に異常値が見つ
かったのをきっかけに、生活
改善に取り組みました。今は
健康のお墨付きをもらい、健
診を受ける前より健康になっ
たのでうれしいです。

特定健診を受けましょう
ラッピングバス
運行中！

※個人の感想です
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　　　　　　　　いきいき健康ポイント対象事業

「結核・肺がん検診」を実施します
　市では、結核および肺がんを早期に発見し適切な治療に結びつけるために、
40歳以上の市民を対象に「結核・肺がん検診（胸部レントゲン）」を実施します。
　都合のよい日時・会場で受診してください。	 	
　※職場、学校、施設などで検診のある人を除きます	 	
　※妊娠または妊娠している可能性のある人は、受診を控えてください	 	
　▶費　用　無料	 	
　▶問い合わせ先　市保健センター（☎ 64-7713・☎ 64-7715）

月　日 受付時間 会　場

６　
月

9 日（火）
9：30～ 10：30 ありあけ荘
13：00～ 14：00 市保健センター18：30～ 19：30

10日（水）
9：30～ 10：30 みつい北門店第二駐車場
13：00～ 14：00 森岳公民館18：30～ 19：30

11日（木） 9：30～ 10：30
作元組　駐車場
（城内三丁目）

13：00～ 14：00 森岳公民館

12日（金） 9：30～ 10：30 仁田の丘公民館13：00～ 14：00 市保健センター
13日（土）13：00～ 14：00 市保健センター

15日（月） 9：30～ 10：30
川内コミュニティ
センター

13：00～ 14：00 有明漁業協同組合

16日（火）
9：30～ 10：30 農業高校正門付近
13：00～ 14：00 杉谷公民館18：30～ 19：30

17日（水） 9：30～ 10：30 江里公民館13：00～ 14：00 杉谷公民館

19日（金）
9：30～ 10：30 小原下公民館
13：00～ 14：00 有明保健センター18：30～ 19：30

21日（日） 9：30～ 10：30 有明保健センター

22日（月）
9：30～ 10：30 東小路公民館
13：00～ 14：00 有明保健センター

23日（火）
9：30～ 10：30 戸切公民館
13：00～ 14：00 有明保健センター

25日（木）
9：30～ 10：30 島原工業高校
13：00～ 14：00 霊丘公民館18：30～ 19：30

26日（金） 9：30～ 10：30 秩父が浦町公民館13：00～ 14：00 霊丘公民館

30日（火）
9：30～ 10：30 下川尻公民館
13：00～ 14：00

白山公民館18：30～ 19：30

月　日 受付時間 会　場

７　
月

1 日（水）
9：30～ 10：30 第二中学校

13：00～ 14：00 白山公民館

2日（木）
9：30～ 10：30 長貫公民館
13：00～ 14：00 三会農村環境

改善センター18：30～ 19：30

3日（金）
9：30～ 10：30 小松広場（洗切町）

13：00～ 14：00 三会農村環境改善センター
5日（日） 9：30～ 10：30 市保健センター

7日（火）
9：30～ 10：30 南高歯科医師会（崩山町）
13：00～ 14：00 島原市医師会館

8日（水）
9：30～ 10：30 第二小学校
13：00～ 14：00 島原市医師会館

9日（木）

9：30～ 10：30 新天公民館

13：00～ 14：00
安中公民館

18：30～ 19：30

10日（金）
9：30～ 10：30 古川商店駐車場（北安徳町）
13：00～ 14：00 安中公民館

14日（火）
9：30～ 10：30

市保健センター
13：00～ 14：00

15日（水）
9：30～ 10：30

市保健センター13：00～ 14：00
18：30～ 19：30

16日（木）
9：30～ 10：30

有明保健センター
13：00～ 14：00

17日（金）
9：30～ 10：30 城之尾公民館
13：00～ 14：00 有明保健センター
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～「子どものいじめ」をなくすために～
７月１日から
「島原市子どものいじめの防止等に関する条例」を施行します

「島原市子どものいじめの防止等に関する条例」の一部を紹介します
（保護者の責務）
第６条より
２　保護者は、日常生活において愛情をもって子どもを育み、しつけなければなりません

（市民及び事業者等の役割）
第８条より
　市民及び事業者等は、それぞれの地域において子どもに対する見守り、声かけ等を行い、
子どもが安心して過ごすことができる環境づくりに努めるものとします

（子
こ

どものつとめ）
第９条　子

こ
どもは、いじめをなくすために、つぎのことをまもりましょう

（１） 子
こ

どもは、自
じ ぶ ん

分を大
たいせつ

切にしましょう
（２） 子

こ
どもは、まわりの人

ひと
を思

おも
いやり、いっしょになかよくしましょう

（３） 子
こ

どもは、いじめなどを見
み

たら、見
み

ていないふりをしないようにしましょう
（４） 子

こ
どもは、ひとりでなやまず、親

おや
やまわりの人

ひと
にすぐにそうだんしましょう

※９条は、子どもたちでも読めるよう、やさしい文章とし「ふりがな」をつけています

▶問い合わせ先　こども課こども家庭班（☎ 63-1111 内線 279）

　いじめは、子どもの健やかな心身の成長や人
格の形成に重大な影響を与える人権侵害であり、
あってはならないものです。
　学校任せにするのではなく、家庭や地域など
も一体となり、市民総がかりで取り組むことで、
いじめのない、よりよい学校生活や地域での暮

らしができます。
　いじめを防止するためには、家庭では「保護
者のしつけ」、地域では「住民の見守りや声かけ」
などを子どもの幼児期から取り組むことが大切
です。いじめのない、子どもたちが安心して過
ごせる環境づくりが必要です。

 市民一体となって、いじめの防止に取り組みましょう

家　庭
愛情・
しつけ

保育所など
幼児期から
対応

地　域
見守り・
声かけ

市・学校
予防・早期対応
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～市役所の仕事や暮らしに役立つ情報を、皆さんにお届けします～

◎
島
原
市
ひ
と
づ
く
り
出
前
講
座

　
出
前
講
座
は
、
皆
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト

（
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
「
島
原
市
ひ
と
づ
く

り
出
前
講
座
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

に
応
じ
て
、
市
職
員
を
派
遣
す
る
制
度
で

す
。

　
講
座
内
容
は
市
が
行
う
仕
事
の
中
で
皆

さ
ん
が
知
り
た
い
、
聞
き
た
い
内
容
を
選

ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
応
じ
て
職
員
の

専
門
知
識
を
生
か
し
た
お
話
を
お
届
け
す

る
も
の
で
す
。

◎
開
催
日
時
・
場
所

▼
日
　
時　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を

　
除
く
）　
９
時
～
21
時

▼
場
　
所　
市
内
に
限
り
ま
す
（
会
場
の

　
確
保
・
準
備
は
申
込
者
で
お
願
い
し
ま

　
す
）　

▼
講
座
時
間　
約
90
分
（
内
容
に
よ
り
異

　
な
り
ま
す
）

◎
申
込
方
法

▼
利
用
で
き
る
人　
市
内
に
在
住
ま
た
は

　
勤
務
し
て
い
る
５
人
以
上
の
団
体
・
グ

　
ル
ー
プ

▼
申
込
方
法　
受
講
し
た
い
メ
ニ
ュ
ー
を

　
選
び
、
希
望
日
の
20
日
前
ま
で
に
、
社

　
会
教
育
課
へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。
日
程
な
ど
を
調
整
後
、
代
表
者

　
へ
連
絡
し
ま
す

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
、
各
地
区
公
民

　
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で

　
き
ま
す

◎
費
　
用

　
講
師
料
は
無
料
で
す
が
、
材
料
が
必
要

な
場
合
は
申
込
者
で
事
前
に
用
意
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

◎
利
用
時
の
注
意

※
講
座
内
容
に
関
す
る
質
疑
や
意
見
交
換

　
は
構
い
ま
せ
ん
が
、
苦
情
、
陳
情
な
ど

　
は
出
前
講
座
内
で
は
で
き
ま
せ
ん

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
す
る
場

　
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
課
（
☎
�
５
４
７
３
）
ま
た

　
は
各
地
区
公
民
館

島原市ひとづくり出前講座一覧（全 50講座）

　
行
政
の
仕
事
、
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
健
康
、
教
育
な
ど
市
役
所
の
職
員
が
皆
さ
ん
の
所

へ
お
伺
い
し
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
50
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と

を
選
ん
で
い
た
だ
き
「
注
文
（
申
し
込
み
）」
が
あ
る
と
「
出
前
（
職
員
派
遣
）」
し
ま
す
。

気
軽
に
注
文
し
て
く
だ
さ
い
。

平成 27年度島原市ひとづくり出前講座

№ 講　座　名 内　　　　容

市
　
政

1 市議会 議会の仕組みを知ろう
2選挙 明るい選挙・選挙の仕組み
3島原市の総合計画 島原市が目指すまちづくり（第 6次市勢振興計画）
4広報紙の作り方 楽しい広報紙の作り方
5島原市の条例・規則 島原市の仕組みを考える
6島原市の台所 島原市の台所事情（財政状況）
7統計で見る島原市のすがた 統計・国勢調査でみた島原市
8市民税・国民健康保険税

税金の仕組みを身近に知ろう
9固定資産税
10 会計事務の仕組み 会計事務の仕組みを知ろう

産
　
業

11 農業のあらまし 市内の農産物を身近に知ろう・紹介とＰＲ
12 水産業のあらまし 水揚げされる水産物の紹介とＰＲ
13 商工業の支援制度 商工業者に対する支援制度の紹介
14 観光 島原市の観光
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№ 講　座　名 内　　　　容

ま
ち
づ
く
り

15 都市計画 島原市の都市計画

16 島原市の地籍調査 地籍調査ってなに？

17 耐震・安心住まいづくり支援事業
耐震化の必要性、建築物の耐震診断・補強方法と支援制度、住宅
リフォーム支援制度

暮
ら
し
と
生
活

18 男女共同参画社会 男女共同参画で明るく楽しい地域に
19 悪徳商法にご用心 悪徳商法にだまされないための知恵
20 振り込め詐欺対策 振り込め詐欺被害にあわないために

21 市民窓口 知っておきたい市民窓口のあれこれ
（戸籍・住民票・印鑑証明・パスポート申請など）

22 国民年金 知っておこう国民年金
23 環境を考える① 環境を守るために（環境保全のためにできること）
24 環境を考える② ＥＭ菌の取り組み状況
25 ゴミ減量とリサイクル ゴミの分別とリサイクル（ゴミの減量と活用）・生ゴミ堆肥化
26 後期高齢者医療制度 みんなで考えよう高齢者医療
27 国民健康保険 安心を守る国民健康保険

28 介護保険の上手な使い方 住み慣れた地域でいきいきとした生活を続ける手助けをする介護
保険の制度を知ろう

29 島原市の水道の仕組み 安全でおいしい水のために～水道施設見学・水の味比べ～
防
　
災

30 防災体制 島原市の安全を守るための防災体制を知ろう
31 交通安全 交通事故を防ぐために

健
康
づ
く
り

32 こころと体の健康づくり① 乳幼児期の健康と栄養・予防接種
33 こころと体の健康づくり② みんなで考えよう　島原市の健康
34 こころと体の健康づくり③ 教えます！生活習慣改善術！！
35 こころと体の健康づくり④ 介護予防（認知症や寝たきりにならないために）
36 こころと体の健康づくり⑤ 感染症予防
37 食育 ライフステージ別食育への取り組み（食べて健康になる食育講座）

福
　
祉

38 障がい者の福祉 身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者の現状と福祉サービス
39 高齢者の福祉 高齢者への福祉サービスと施設
40 福祉の現状 福祉予算の割合や使い方

41 バリアフリーへの取り組み 島原市におけるバリアフリーへの取り組み 
（高齢者、障がい者の住みやすい住まいづくり）

42 子育て 保育サービス

教
　
育

43 新学習指導要領 生きる力を育む教育活動の創造
44 特別支援教育 一人一人のニーズに応じた教育の推進
45 島原の歴史 郷土島原の歴史を知ろう（人物・史跡・遺跡・薬草園・島原大変など）
46 松平文庫 松平文庫を教材にして古文書に親しもう
47 伝統的建造物の保存 伝統的建造物保存の制度・しくみ
48 論語の音読 武家屋敷で実施している寺子屋（論語の音読など）を出前します

ジ
オ
パ
ー
ク

49 ジオパークの楽しみ方
（座学）

世界に認められた島原半島ジオパーク。その見どころと楽しみ方
を伝授します

50  ジオパークの楽しみ方
（野外）

ジオサイトを巡りながら、島原半島の貴重な大地の遺産を見学し
ます
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▼
風
水
害
対
策
の
基
本
は
情
報
収
集
か
ら

　
台
風
や
豪
雨
（
大
雨
）
の
被
害
は
、
正
確

な
気
象
情
報
を
集
め
る
こ
と
で
、
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
気
象
情
報
に
関
心
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
台
風
は
、
早
く
か

ら
情
報
を
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
気
象
庁

な
ど
が
発
表
す
る
台
風
情
報
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
、
適
切
な
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
気
象
警
報
な
ど
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）

▼
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
土
石
流
や
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
、
長
崎

県
と
長
崎
地
方
気
象
台
か

ら「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
大
雨
時
は
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
、
防
災
行
政
無
線

の
放
送
な
ど
に
注
意
し
、
自
主
避
難
の
目
安

と
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
風
水
害
・
土
砂
災
害
へ
の
備
え

　
～
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
～

・
特
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
病
気
の
人
は

　
早
め
の
避
難
が
必
要
で
す

・
非
常
用
持
ち
出
し
品
（
食
品
、
飲
料
水
、

　
救
急
セ
ッ
ト
、
貴
重
品
、
懐
中
電
灯
、
携

　
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
）
の
準

　
備
、
点
検
を
し
て
お
き

　
ま
し
ょ
う

・
切
れ
た
電
線
を
見
つ
け

　
た
ら
、
絶
対
に
触
ら
ず

　
に
九
州
電
力
へ
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い

▼
防
災
行
政
無
線
（
防
災
ラ
ジ
オ
）

　
気
象
警
報
な
ど
は
防
災
行
政
無
線
（
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
、
防
災
ラ
ジ
オ
、
防
災
メ
ー
ル

な
ど
）
か
ら
随
時
放
送
し

ま
す
。

※
防
災
ラ
ジ
オ
は
未
配
布

　
世
帯
や
市
内
の
事
業
所

　
に
も
無
償
配
布
し
て
い

　
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

　
場
合
は
印
鑑
を
持
参
し
、

　
市
民
安
全
課
ま
た
は
有
明
支
所
ま
で
受
け

　
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

▼
緊
急
連
絡
先

　
島
原
消
防
本
部
指
令
課
（
☎
�
５
１
５
１
）

　
島
原
警
察
署
（
☎
�
０
１
１
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
課
防
災
班

　
　
　
　
　
（
☎
�
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

　
　
～ 

日
ご
ろ
の
備
え
・
早
め
の
避
難
が
重
要
で
す
～

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で
す

◎マイバックで買い物をしましょう
　（レジ袋がごみとして排出されません）
◎生ごみの水分を減らしましょう
　（生ごみの約 8 割が水分です。生ごみ焼却のエネルギーが
　節約されるだけでなく、悪臭や腐敗の防止に役立ちます）
◎ごみの分別をしっかり行いましょう
　（プラスティックや紙などは分別されるとリサイクルに回ります）
◎エコマークの付いた商品を選びましょう
　（生産や廃棄過程で環境負荷が少ない商品や省エネ性能の高い製品です）
◎急発進・急加速・アイドリングをやめましょう
　（それだけで省エネにつながります）

▶問い合わせ先　環境課環境班（☎ 63-1111 内線 192・194）

６月5日は「環境の日」
６月は「環境月間」

環境にやさしいことを家庭から始めませんか
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　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を十分に発揮すること
ができる「男女共同参画社会」。
　その実現に向けて制定された「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成 11年 6月
23 日を踏まえ、6月 23 日から 29日までの一週間を「男女共同参画週間」として、さまざまな取
り組みを通じて、男女共同参画基本法の目的や基本理念について皆さん一
人一人の理解を深めることを目指しています。
　この機会に私たちの身近にある「男女のパートナーシップ」について、
考えてみませんか。

平成 27年度のキャッチフレーズ

「地域力×女性力＝無限大の未来」
（千葉県　坂本直哉さんの作品）

6 月 23日（火）～ 29日（月）
平成 27年度　男女共同参画週間

▶問い合わせ先　政策企画課政策班（☎ 63-1111 内線 146）

　市では、安心して子どもを産み育てられる子育てにやさしいまちづくりの実現を目指し、
子育て家庭の経済的負担を軽減するため、保育所、幼稚園または認定こども園の保育料を免
除する「すこやか子育て支援事業」を実施しています。
　これまで、小学生以下の子どもが３人以上いることが条件でしたが、平成 27年度からは、
免除対象を「小学生以下の子どもが２人以上いる世帯」に範囲を拡大しました。
　対象となる世帯には、減免申請書を配付していますので、こども課または有明支所に提出
をしてください。

▶対象世帯　次のいずれにも該当する世帯
　①小学生以下の児童が２人以上いる世帯で、第２子以降の児童が保育所、幼稚園または認定
　　こども園に入園している世帯
　②市民税所得割課税額　16万 9000円未満の世帯
　※保育料算定での市民税額は、寄附金税額控除、外国税額控除、配当控除、住宅借入金等特
　　別控除の税額控除をする前の税額です
▶免除対象額　第２子以降で保育所、幼稚園または認定こども園に入園している児童の保育料
▶問い合わせ先　こども課こども福祉班 (☎ 63-1111 内線 302)

～子育てにやさしいまちづくり～

2 人目以降の保育料無料



平成 27.6.　12

～早期発見・早期治療～

歯科健診を受けましょう

国 保 で

ホッ！
　市では、国民健康保険に加入している人を対象に、むし歯・
歯周病などの早期発見・早期治療を図るとともに、健康増進
への意識を高め、理解を深めてもらうため、「歯科健診」を実
施します｡
　健診を希望する場合は、募集期間内に申し込んでください。

▶対象者
　国民健康保険に加入している人
　※ただし、次に該当する人を除きます
　①国民健康保険税を滞納している世帯の人
　②歯科の治療を受けている人
▶自己負担金　1000 円
　※歯科健診を受ける際に医療機関で自己負担金
　　を納付してください
▶検査項目
　①診察
　②歯周組織検査
　③う蝕検査
　④ブラッシング指導
　※口腔ケア用品を贈呈します
▶募集人数　100 人
　※定員を超えた場合は、抽選により決定し、結
　　果を後日通知します
▶募集期間　６月１日（月）～６月 30 日（火）
▶実施期間　８月３日（月）から平成 28 年３月
　　　　　　31 日（木）まで
▶申込方法　電話または FAX で申し込んでくだ
　　　　　　さい
　※申し込みの際に次の項目を確認しますので、
　　国民健康保険証を準備して電話または FAX し
　　てください
　● 住　所　　　　　● 氏　名（ふりがな）
　● 生年月日（年齢）● 性　別
　● 電話番号　　　　● 国民健康保険証の番号
　● 受診希望歯科医院名

▶実施医療機関（五十音順）

 ※市外の歯科医院（島原南高歯科医師会に所属）
　での受診も可能ですので、保険健康課国民健康
　保険班に問い合わせてください 

▶申し込み・問い合わせ先　保険健康課国民健康保険班
　　　　　　　　　　　　　☎ 63-1111（内線 231・237）・FAX 65-0879

医療機関（市内） 電話番号
いなだ歯科 加美町 62-2901
植木歯科医院 白山町 62-3765 
大岡歯科医院 弁天町一丁目 63-7616
大田歯科医院 大下町 62-7407
大場歯科医院 浦田一丁目 62-4579
喜多歯科医院 中町 62-4745
キタ忍歯科医院 湊町 63-6711
清水歯科医院 亀の甲町 63-4848
しらくら歯科医院 有明町湯江 68-3844
末吉歯科 有明町大三東 68-0150
高城歯科ｸﾘﾆｯｸ 先魁町 64-6480
寺田歯科診療所 新町二丁目 62-4427
はらぐち歯科医院 上の町 62-4361
まき歯科 上新丁一丁目 64-5077
松井歯科医院 有明町大三東 68-0011
まつおﾃﾞﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 北門町 65-0233
松藤歯科 北安徳町 62-7355
松本歯科医院 有明町大三東 68-3872
みなと歯科医院 中組町 63-1747
みやざき歯科 湖南町 62-7300
宮﨑歯科医院 萩原二丁目 62-1180
森元歯科ｸﾘﾆｯｸ 有明町大三東 68-0017
山口歯科医院 新町一丁目 62-3016
吉田歯科医院 上の町 62-5026
渡部歯科医院 下川尻町 63-1750
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平成 27年度地籍調査にご協力を

◎地籍調査とは
　現在、法務局に備え付けてある土地の記録や
図面の約半分は、明治時代に作成された地図を
もとに加除修正されたものであるため、土地の
面積・形状・地目などが実態と異なっている
場合があります。
　このため、市では平成 22年度から旧島原市
地区の地籍調査を実施しています。
　地籍調査は、土地一筆ごとに所有者・地番・
地目・面積などを調査しますので、土地所有者
皆さんの協力が必要です。
※旧有明地区の地籍調査は完了しています

◎一筆地調査実施地区

　※対象の土地所有者には、後日、説明会の
　　開催をお知らせします

◎調査結果閲覧実施地区

　※平成26年度一筆地調査実施地区が対象と
　　なります。対象の土地所有者には、後日、
　　お知らせします

親和町の一部、新湊一丁目の一部、新
湊二丁目の一部、南下川尻町の一部、
緑町の一部

新湊二丁目の一部、南下川尻町の一部、
緑町の一部、新山四丁目の一部

１．地元説明会への出席

説明会の日時・場所は、
後日案内しますので、出
席をお願いします

２．一筆地調査の立ち会い

現地での立ち会いが必要
となります。日時は事前
にお知らせします

地籍調査完了後、調査結
果の閲覧をお願いします
（市が指定する 20日間）

３. 地籍調査完了結果の閲覧

地
籍
調
査
の
主
な
流
れ

▶問い合わせ先　契約管財課地籍調査班 (☎ 63-1111 内線 264）

地籍調査事業では「できないこと」
　　所有権の移転 (交換・売買・相続など）に関することはできません
　　贈与や売買などで所有権が変わっているのに、所有権移転がされていない場合や、登記簿上
　の所有者がすでに亡くなっているような場合は、早めに手続きを済ませるようお願いします。
　　市からの案内は登記簿上の所有者に通知します。
　　所有者が変わっているのに未登記の場合は、連絡が遅れたり、連絡が取れない恐れがありま
　すので、早めに法務局で所有権移転登記の手続きを行ってください。

13　　平成 27.6.
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ウ
ォッチン

グ

まち
かど

児童福祉週間に合わせ、保育所などを訪問

すくすくと成長することを願い

　４月 28日、児童福祉週間に合わせ、古川
市長などが市内の保育所など 28カ所を訪問
しました。
　訪問先では、園児と一緒に鯉のぼりを揚げ
るなどして、子どもたちの健やかな成長を願
いました。

鯉の供養と放流

湧水を生かしたまちづくり

　５月５日、鯉の泳ぐまちで、１年間に病気
で亡くなった鯉の供養とともにニシキゴイ約
30匹を放流しました。
　鯉の放流は、下新町町内会の皆さんが、湧
水を生かしたまちづくりの一環として長年続
けているもので、今年で37回目を迎えました。
　放流された鯉は、水路の中を元気よく泳ぎ
回り、訪れた観光客らを楽しませていました。

１００歳おめでとうございます

酒井ミキヲさん
（４月 17日生）

蒲池年男さん
（４月 18日生）

城田ハルコさん
（５月６日生）



島原半島ジオパーク協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

15　　平成 27.6.

　
毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
そ

の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
遺
構
の
一
部
が
経
済
産
業
省
の
近

代
化
産
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
旧
小

濵
鉄
道
跡
」
で
す
。

　

千
々
石
と
小
浜
を
結
ぶ
海
沿
い
の
県
道
２

０
１
号
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
切
り
通
し
が
連
続

す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
は
と
て
も
平
坦

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
道
は
約
１
０
０
年

前
に
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

大
正
12
年
、
愛
野
村
駅
（
現
在
の
愛
野
駅
）

か
ら
千
々
石
ま
で
「
温
泉(

う
ん
ぜ
ん)

軽

便
鉄
道
」
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

小
浜
ま
で
鉄
道
を
開
通
さ
せ
、
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い
た
雲
仙
・
小

浜
に
観
光
客
を
導
き
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
と
、
地
元
の
有
志
が
立
ち
上
が
り
、「
小

濵
鉄
道
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
千
々
石
か
ら
小
浜
ま
で
の
海
岸

沿
い
は
、
約
26
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
猿
葉

山
の
火
山
噴
出
物

が
つ
く
る
断
崖
絶

壁
が
連
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
も
、

当
時
の
掘
削
道
具

は
ツ
ル
ハ
シ
と
ノ

ミ
、
そ
し
て
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
の
み
だ
っ

た
た
め
、
線
路
の

敷
設
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。

　

千
々
石
の
町
を
過
ぎ
る
と
、
鉄
道
の
線
路

は
標
高
20
ｍ
か
ら
一
気
に
標
高
50
ｍ
の
と
こ

ろ
ま
で
坂
を
登
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
少
し

で
も
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
を
短
く
す
る
た
め
の

工
夫
で
し
た
。
着
工
か
ら
5
年
半
、
工
事
従

事
者
延
べ
約
20
万
人
と
工
事
費
約
75
万
円
（
現

在
の
貨
幣
価
値
で
約
40
億
円
）
を
投
じ
て
、
昭

和
2
年
に
小
濵
鉄
道
は
開
業
し
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
終
着
駅
が
小
浜
温
泉
の
中
心
街

か
ら
２
ｋ
ｍ
近
く
離
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

同
時
期
に
普
及
し
た
自
動
車
や
バ
ス
の
方
が

運
賃
が
安
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
小
濵
鉄
道

は
開
通
当
初
か
ら
苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
昭
和
8
年
、
小
濵
鉄
道
は
温
泉
軽

便
鉄
道
と
合
併
し
て
「
雲
仙
鉄
道
」
と
名
を

変
え
、
営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
状
況

は
好
転
せ
ず
、
難
工
事
の
末
の
開
通
か
ら
わ

ず
か
11
年
後
の
昭
和
13
年
に
廃
線
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
数
奇
な
運
命
は
、
猿
葉
山
と
い

う
火
山
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
が
遠
因
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

県
道
２
０
１
号
沿
い
に
は
、
か
つ
て
こ
こ

に
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
さ
ま
ざ

ま
な
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。
上
千
々
石
駅

や
木
津
の
浜
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
跡
は
も

ち
ろ
ん
、
蒸
気
機
関
車
が
通
れ
る
よ
う
な
背

の
高
い
石
造
り
の
ト
ン
ネ
ル
や
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
は
、
鉄
道
線
路
跡
特
有
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
小
浜
歴
史
資
料
館
に
は
、
小
濵
鉄

道
の
敷
設
と
維
持

管
理
に
尽
力
し
た

本
多
家
の
功
績
が

展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

初
夏
に
な
る
と
、

小
濵
鉄
道
跡
の
切

通
し
は
、
新
緑
が

「
緑
の
ト
ン
ネ
ル
」

と
な
っ
て
、
か
つ

て
の
鉄
道
跡
を
優
し
く
包
み
込
み
ま
す
。
緑

の
美
し
い
こ
の
時
期
に
、
ぜ
ひ
小
濵
鉄
道
跡

を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
道
を
歩
く

と
、
今
で
も
前
か
ら
蒸
気
機
関
車
が
力
強
く

走
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

次
回
は
「
が
ま
だ
す
ド
ー
ム
」
を
紹
介
し

ま
す
。

～緑のトンネル～
旧小濵鉄道跡

　
千
々
石
と
小
浜
を
結
ん
だ
「
小
濵
鉄
道
」

小
浜
鉄
道
の
さ
ま
ざ
ま
遺
構

木津の浜駅跡

旧小濵鉄道千々石第二トンネル

「平成 27年度島原半島ジオパーク
ガイド養成講座」開講のお知らせ
▶期　間　7 月 4 日（土）～ 11 月（月 2 回程度）
▶日　時　（座学）土曜の午前中
　　　　　（野外）土曜もしくは日曜の終日
▶内　容　座学および野外
▶受講料　無料
▶申込期限　6 月 26 日（金）まで
▶申し込み・問い合わせ先
　　島原半島ジオパーク協議会事務局
　　☎ 65-5540　 FAX65-5542



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp

育  児  サ  ー  ク  ル
笑顔で子育て

　育児サークルは、親子で楽しみながら子育てができるように、情報交換と友だちづくりのきっかけ
となるような場を設け、参加者の交流を行っています。 
　食生活改善推進員・ありあけ母親クラブによる手作りおやつもあります。

育児ワンポイント
「 歯を大切に！ 」

　健康な歯を保つためには、乳歯のときからのケ
アが大切になります。
　食べた後や寝る前に、子どもが自分で磨く習慣
をつけ、その後に大人が必ず仕上げ磨きをしてあ
げましょう。
　もし、虫歯ができてしまったら、 
早めに病院で治療を受けるように 
しましょう。

　日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持ちませんか。
▶と　き　6 月 29 日（月）　10 時～ 12 時
▶ところ　市保健センター
▶内　容　クッキング教室「ちょこっと中華」（材料費 200 円）
▶持ってくるもの　エプロン・三角巾
▶講　師　内田景子 先生
▶対象者　小学校就学前までの子どもを在宅で育てているお母さん
　　　　　※託児ができます 
▶申込方法　子育て支援室に電話で申し込んでください
▶申し込み・問い合わせ先　子育て支援室（☎ 62-4015）

ママたちのための リフレッシュ講座

６月の育児サークル　10 時～ 12 時
育児サークル 内　容 場　所
きらら kids

（第１火曜日）
６月２日（火） 
救急法を学ぼう 有明保健センター

こいこいひろば
（第１水曜日）

６月３日（水）
簡単おやつ作り 霊丘公民館

にこにこ kids
（第１木曜日）

６月４日（木）
体験ベビーマッサージ 安中公民館

のびのび kids
（第２火曜日）

６月９日（火） 
のびのびクッキング

三会農村環境改善
センター

すくすくげん kids
（第３木曜日）

６月 18 日（木）
おりがみあそび 杉谷公民館

ぱぴぷキッズ
（第４木曜日）

６月 25 日（木）
おしゃべりカフェ 市保健センター

  救急法を学ぼう
　消防署の救急救命士の指導のもと、
実際に乳幼児の人体模型を使っての
心臓マッサージ・人工呼吸法・AED
の操作方法などが体験できます。
　子どもの安全のためにも、ぜひ、
参加してください。

平成 27.6.　　16
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最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
萩は
ぎ(

山
口

県)

出
身
の
幕
末
の
学
者
吉
田
松
陰

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
松

陰
が
島
原
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
は
皆

さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
松
陰
が
島
原
を
訪
れ
た
の
は
嘉か
え
い永

３
年(

１
８
５
０
年)

、
21
歳
の
松

陰
が
兵
学
の
研
鑚
の
た
め
九
州
各
地

を
巡
っ
た
途
上
で
し
た
。

　
島
原
で
は
、
当
時
の
鉄
砲
町
（
江

戸
丁
）
に
住
む
砲
術
師
範
の
宮み
や
が
わ川

度た
く
え
も
ん

右
衛
門
を
訪
ね
、
大
砲
に
関
す
る

話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
松
陰
が
残
し
た
『
西せ
い
ゆ
う遊

日
記
』
に
は
、
当
時
の
島
原
城
下
の

様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
３
日
、
島
原
城
下
を
訪
れ
た

松
陰
は
旅
人
で
あ
っ
た
た
め
、
城
内

に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
地
元
の
人
で
あ
っ
て
も
日
が
暮

れ
る
と
城
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
松
陰
は
城
内
の
邸
宅

が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
見
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
城
外
の

市
場
や
武
家
屋
敷
の
多
く
が
茅
ぶ
き

屋
根
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
今
に
残
る
鉄
砲
町
の
武
家
屋
敷
の

風
景
と
松
陰
の
描
写
が
重
な
る
よ
う

な
思
い
が
し
ま
す
。

　
な
お
、
一
週
間
ほ
ど
の
滞
在
の
中

で
、
他
に
も
松
陰
は
護
国
寺
の
三
十

番
神
を
参
っ
た
り
、
雲
仙
岳
に
登
り

湯
に
入
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
武
家
屋
敷
を
散
策
す
る
際
は
、
松

陰
の
来
訪
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ー
　
吉
田
松
陰
の
見
た
島
原
城
下
　
ー

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
心
地
よ
い
中
国

の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
体
を

動
か
す
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
太
極
拳
」
の
皆

さ
ん
で
す
。

　
こ
の
会
は
、
平
成
11
年
か
ら
活
動
が
始

ま
り
、
現
在
26
人
の
会
員
が
毎
週
水
曜
日

の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
、
城
浩
子
先
生
の

指
導
の
も
と
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
練
習
は
、
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始

ま
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
太
極
拳
の
動
作

に
入
り
ま
す
。

　
会
員
に
話
を
伺
う
と
「
ゆ
っ
く
り
と
し

た
動
き
な
の
で
、
無
理
を
せ
ず
全
身
運
動

が
で
き
る
」、「
姿
勢
が
良
く
な
り
、
体

も
柔
ら
か
く
な
っ
た
」、「
み
ん
な
と
楽
し

く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
が
始
ま
っ
た
と
き
か
ら
指
導
し

て
い
る
城
先
生
は
、「
太
極
拳
は
、
年
齢

に
関
係
な
く
誰
に
も
で
き
る
総
合
的
な
体

と
心
の
運
動
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く

健
康
的
な
仲
間
作
り
の
お
手
伝
い
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
年
齢
・
男
女
問
わ
ず
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
体
に
無
理
な
く
行
え
る
太
極
拳
、
新
し

い
健
康
づ
く
り
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
詳
し
く
は
、
白
山
公
民
館
（
☎
�
２
２

２
１
）
ま
た
は
河
野
偕と

も
こ子
さ
ん
（
☎
�
１

５
０
７
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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宮川度右衛門屋敷跡（江戸丁）に設置
された吉田松陰来訪を示す看板

リフレッシュ太極拳



保健センターだより ■ 市 保 健 セ ン タ ー（☎６４－７７１３）
■ 有明保健センター（☎６８－５３３５）
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「お口の健康まつり」
▶と　き　６月７日（日）
　　　　　　10 時～ 12 時
※図画コンクール入賞者表彰式、
　良い歯の優秀園表彰式は 12 時
　30 分～
▶ところ　市保健センター
▶内　容　歯科健診、歯科保健指
　　　　　導・相談、フッ素洗口・
　　　　　塗布、歯磨き教室など
▶問い合わせ先
　　　　　島原南高歯科医師会
　　　　　（☎ 62-3507）

 
  大腸がん検診を受けましょう
　大腸がん検診は、便を所定の容器にとり医療機関に提出する負
担の少ない検査です。定期的な検診を受けることにより、がんの
早期発見が期待できますので、毎年検診を受けるように習慣づけ
ましょう。
▶実施期間　６月１日（月）～平成 28 年 1 月 30 日（土）
▶容器配布場所　市保健センター、有明保健センター、結核・肺
　　　　　　　　がん検診実施会場、 市内指定医療機関
▶対象者　平成 28 年 4 月 1 日時点で 40 歳以上の市民
▶自己負担金　600 円
※ただし、次の①～⑤に該当する人は無料
①満 70 歳以上の人（年齢を確認できる保険証などの提示が必要）
②満 70 歳未満の後期高齢者医療被保険者（保険証の写しが必要）
③市民税非課税世帯者（非課税証明書が必要）
④生活保護受給者（生活保護受給証明書が必要）
⑤ 40・45・50・55・60 歳になる人（対象となる人にはクーポ
　ン券を送付します）
▶支払方法　便をとった容器を医療機関へ提出する際、直接、医
　　　　　　療機関で自己負担金を支払ってください
▶問い合わせ先　市保健センター

いきいき健康ポイント対象事業

平成 27 年度新規事業

特定不妊治療費助成事業
　特定不妊治療を受けた夫婦の経済的な負担を軽
減するために、治療費の一部を助成しています。

▶対象治療　４月以降に受けた体外受精および顕
　　　　　　微授精
▶対象者　次の要件のすべてに該当する人
①法律上の婚姻をしている夫婦
②夫婦の双方または一方が、市内に１年以上住所
　を有し、かつ在住している人
③長崎県特定不妊治療費の助成を受けている人
④前年の夫婦の所得額が 730 万円未満の人
⑤市税などの滞納がない人
⑥他の市区町村などで同様な事業の助成を受けて
　いない人
▶助成金額　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）
　　　　　　費から県助成金を差し引いた額で、
　　　　　　１回あたり５万円が限度

不育治療費助成事業
　不育治療を受けた夫婦の経済的な負担を軽減
するために、治療費の一部を助成しています。
▶対象治療　４月以降に受けた助成対象医療機関
　　　　　　における検査、治療などの費用
▶対象者　次の要件のすべてに該当する人
①法律上の婚姻をしている夫婦
②夫婦の双方または一方が、市内に１年以上住所
　を有し、かつ在住している人
③不育症と診断されている人
④前年の夫婦の所得額が 730 万円未満の人
⑤市税などの滞納がない人
⑥他の市区町村などで同様な事業の助成を受けて
　いない人
▶助成金額　不育治療を開始した日から出産（流
　　　　　　産・死産などを含む）に伴い治療が
　　　　　　終了するまでの期間につき 10 万円
　　　　　　が限度

※詳しくは市保健センターに問い合わせください

いきいき健康ポイント対象事業

～子育てにやさしいまちづくり～



休日当番の お医者さん
歯医者さん月

●  小児の日曜診療所  ●
☎６３－０２０２（受付時間のみ）
※必ず電話受付後、来院をお願いします

● 対象者　　中学生以下の小児（内科疾患のみ）
● 診療場所　長崎県島原病院小児科外来室
● 診療時間　土曜日の 18:00 ～日曜日の 17:00
● 受付時間　土曜日の 17:30 ～日曜日の 16:30

健康テレホンサービス

☎ ＴＥＬ ０１２０－５５５－２０３
ＴＥＬ ０９５－８２６－５５１１

日 医 療 機 関 電話番号

7
日
㈰

池 田 病 院 　 湖 南 町 62-5161

西村クリニック 　 下 川 尻 町 62-0888

愛 野 診 療 所  　 雲仙市愛野町 36-0009

松 藤 歯 科 　 北 安 徳 町 62-7355

14
日
㈰

林 内 科 医 院 　 津 町 62-6657

土井外科胃腸科医院 　 中 町 62-6305

松尾胃腸科外科医院 　 雲仙市国見町 78-1000

大 田 歯 科 医 院 　 大 下 町 62-7407

21
日
㈰

内 田 医 院 　 白 山 町 62-7733

酒井外科胃腸科医院 　 宮 の 町 62-6655

梅 津 医 院 　 雲仙市国見町 78-5156

泉 歯 科 医 院 　 南島原市深江町 72-2066

28
日
㈰

八 尾 病 院 　 城 内 一 丁 目 62-5131

西村クリニック 　 下 川 尻 町 62-0888

本 田 医 院 　 雲仙市国見町 78-2768

前川歯科医院 　 南島原市深江町 72-2055

7
月
5
日
㈰

たかお循環器内科  　 桜 町 62-6300

いとう整形外科 　 広 馬 場 町 61-0110

佐 藤 医 院 　 雲仙市国見町 78-5555

堺 歯 科 医 院 　 雲仙市国見町 78-2744

※５月 15 日現在の内容です

６　
　
月

月 カリウムが高いと言われたら
火 足の指の痛み、モートン病
水 子どもの睡眠
木 夏の肌のお手入れ
金 気になりませんか、お口のかわき

土・日 子宮脱などの骨盤臓器脱

 市内当番医 ９時～ 18 時

内

内

内

 市外当番医 ９時～ 17 時
 当番歯科医 ９時～ 12 時

市内当番医診療科目

内

整

内

外

整

整

外

　 内科 　   外科
 　整形外科
内 外
整

６ ６月４日～ 10日は「歯と口の健康週間」です
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　健康で長生きするためには、歯と口の健康を保つことが大切
です。 
　むし歯にならないためにも、次の点に注意して、歯と口の健
康を保ちましょう。

　食べカスを取り除き、歯を溶かすむし歯菌や歯
を支える骨を溶かす歯周病菌を減らすことができ
ます。

　フッ化物の利用は、歯の質を強くし、むし歯を減
らすのに役立ちます。フッ化物の効果的利用法とし
ては、フッ化物入りの歯磨き粉やフッ化物を歯に直
接塗るフッ素塗布、フッ化物洗口などがあります。

　フッ化物の利用

　歯みがき

　定期健診

　定期健診は、歯と口の病気を早期発見し「むし歯」や「歯周
病」を予防することができます。
　また、専用の機器を用いた歯のクリーニングや歯科医師や歯
科衛生士などの専門家による指導を受けること
ができます。
　１年に１〜２回はかかりつけの歯科医院で定
期健診を受けまょう。

　規則正しい食生活

　規則正しい３食の食事とおやつの時間を守
り、間食の取りすぎに注意しましょう。
　また、日ごろからよく噛んで食べる習慣を
身につけましょう。

◎ポイント
■噛ミング 30（カミングサンマル）運動
　よく噛んで食べることは、消化・吸収を助け、肥満の予防、
脳の発達、認知症予防など、健康に役立つ効果があります。
　ひとくち 30 回噛むことを目標に、ゆっくりとよく噛む食
習慣を身につけましょう。

◎ポイント
　市では、フッ化物を利用したむし歯予防に取り組んでいます。
■フッ素塗布事業
　１歳～３歳半の子どもを対象に、無料でフッ素塗布を行っ
ています
■フッ化物洗口推進事業
　保育所・幼稚園・小学校でのフッ化物洗口を推進
しています
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公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館（☎６８－１１０１）
◆三会公民館（☎６２－４５０５）
◆杉谷公民館（☎６３－２２３１）
◆森岳公民館（☎６３－２２４２）
◆霊丘公民館（☎６４－２０２３）
◆白山公民館（☎６３－２２２１）
◆安中公民館（☎６３－２２５３）

公民館
こうざ

じょうほう
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　　　　　レジン液で作る、手作りアクセサリー
　あなただけの手作りアクセサリーを作ってませんか。
●と　き　６月 17 日（水）・24 日（水）13 時～ 15 時
　　　　　どちらか１回に参加ください
●ところ　霊丘公民館
●募集人数　各 20 人（先着順）　●受講料　無料（材料費 600 円）
●持参品　筆記用具、ピンセット、発泡スチロールトレー
●申込期間　6 月１日（月）～　●講　師　桑島ありさ 先生

　　　　　刺しゅう講座
　オリジナルのマークを刺しゅう
してみませんか。
●と　き　6 月 17 日（水）
　　　　　19 時 30 分～ 21 時
●ところ　杉谷公民館
●募集人数　10 人
●受講料　無料（材料費 500 円）
●申込期限　６月 12 日（金）まで

　「エンディングテーマ」　　
　を考えよう！
　最近、「終活」という言葉をよ
く聞きます。終活を考える前に、
これからの人生をもっと自分らし
く生きるという観点から第 2 の人
生、生き方について考えてみませ
んか。

●と　き　6 月 23 日（火）
　　　　　19 時 30 分～ 21 時 
●ところ　杉谷公民館
●募集人数　15 人
●受講料　無料
●講　師　浦川富美代 先生　
　　　　　（コーチング講師）

　　　　　安中陶芸教室
●と　き　７月９日（木）～平成 28 年３月　毎週火曜・木曜日
　　　　　13 時 30 分～（２時間程度）　
　　　　　※７月９日（木）は、開校式および説明会があります
●ところ　第五小学校（第２図工室）
●募集人数　５人（未経験者を優先し、応募者多数の場合は抽選）
●受講料　無料（材料費が必要）
●対象者　市内在住で、必ず参加できる人
●申込期間　６月１日（月）～ 19 日（金）

　　　　　パソコン教室～エクセル入門編～
　エクセルの基本操作から表作成・計算式を学んでみませんか。
●と　き　６月 24 日（水）、７月１日（水）・８日（水）・15 日（水）・
　　　　　22 日（水）・29 日（水）、８月５日（水）・18 日（火）・
　　　　　26 日（水）、９月２日（水）（全 10 回）
　　　　　19 時 30 分～ 21 時
●ところ　森岳公民館　●募集人数　12 人（先着順）
●受講料　無料　　　　●申込期間　6 月 8 日（月）～ 12 日（金）

森岳公民館

三会公民館

杉谷公民館

安中公民館

霊丘公民館

　　　　　ボディコントロールエクササイズ
　クラシックバレエの基礎を取り入れたストレッチと筋トレで、
しなやかで引き締まったボディを目指しませんか。
●と　き　６月 15 日（月）・22 日（月）、29 日（月）（計３日）
　　　　　①昼の部 13 時～　②夜の部 19 時 30 分～
●ところ　三会公民館　●募集人数　①、②それぞれ 20 人
●受講料　無料
●持参品　動きやすい服装、ヨガマットまたはバスタオル

　　　　　　消しゴムはんこ講座
　消しゴムに好きな絵柄や言葉を彫って、オリジナル
の「消しゴムはんこ」を作ってみませんか。
●と　き　６月 22 日（月）
　　　　　①昼の部 10 時～　②夜の部 19 時 30 分～
●ところ　三会公民館　●募集人数　①、②それぞれ 20 人
●受講料　無料（道具・材料費1000円※消しゴム、専用カッターなど）

三会公民館



新着情報は市ホームページで確認を！
http://www.city.shimabara.lg.jp/

情
報

くら
し
の

nformationI

■ 市役所本庁（代表）☎ 63-1111
■ 有明庁舎（代表）    ☎ 68-1111
　 ・有明支所
　 ・産業部 （産業政策課・しまばら
　　ブランド営業課・農林水産課）
　・教育委員会
　・農業委員会
　・ 水道課
■ 電子メール
 　info@city.shimabara.lg.jp
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 「
公
募
型
」
自
主
文
化
事
業

の
募
集

　
市
で
は
、
市
民
や
企
業
な
ど
が
企
画

立
案
か
ら
準
備
・
運
営
ま
で
を
行
う

「
公
募
型
」
自
主
文
化
事
業
の
第
１
次

募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法　
所
定
の
様
式
を
社
会
教

　
育
課
に
送
付
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い

※
応
募
様
式
は
社
会
教
育
課
で
配
布
す

　
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

▼
公
募
期
間　
６
月
８
日
㈪
～
７
月
17

　
日
㈮

▼
応
募
条
件　

○
文
化
事
業
で
あ
る
こ
と

○
事
業
を
実
施
す
る
会
場
は
、
市
が
所

　
有
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
こ
と

○
独
創
性
が
高
く
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
（
既

　
存
の
ま
つ
り
な
ど
）
の
一
部
と
し
て

　
実
施
す
る
事
業
で
な
い
こ
と

○
定
期
的
な
発
表
会
や
他
の
補
助
金
を

　
す
で
に
受
給
し
て
い
る
事
業
に
該
当

　
し
な
い
こ
と

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

　
載
の
「
公
募
要
領
」
で
確
認
し
て
く

　
だ
さ
い

▼
事
業
実
施
期
間　
事
業
実
施
決
定
日

　
～
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

▼
集
客
規
模　
集
客
１
０
０
人
～
２
０

　
０
人
程
度

▼
事
業
委
託
料　
40
万
円
以
内

※
事
業
実
施
に
か
か
る
経
費
の
全
部
ま

　
た
は
一
部
と
な
り
ま
す

▼
選
定
方
法　
選
定
委
員
会
に
よ
る
書

　
類
審
査

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会

　
教
育
課　

〒
８
５
９
‐
１
４
９
２

　
島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
３
２
７

　
番
地　

 

☎
�
５
４
７
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
�
５
４
８
０　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

　
スshakyo@

city.shim
abara.lg

　

.jp
 

夏
休
み
講
座
「
ス
ク
ー
ル
キ
ッ
ズ
」

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
夏
休
み
に
子
ど
も
た
ち
の
自
学
を
見

守
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　
き　
７
月
27
日
㈪
～
８
月
７
日

　
㈮　
９
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ　
有
明
・
三
会
・
森
岳
・
白

　
山
の
各
地
区
公
民
館

▼
募
集
人
数　
２
人

▼
謝　
金　
１
時
間
７
４
０
円

▼
募
集
期
間　
６
月
１
日
㈪
～
６
月
23

　
日
㈫　
17
時

▼
申
込
方
法　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　
を
添
え
て
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い

▼
選
考
方
法　
書
類
、
面
接

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会

　
教
育
課
（
☎
内
線
６
５
１
）

 「
放
課
後
子
ど
も
学
習
室
」

児
童
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
放
課
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
自
学
を

見
守
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　
き　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
の

　
給
食
の
あ
る
日　
15
時
30
分
～
16
時

　
30
分

▼
と
こ
ろ　
市
内
全
小
学
校
・
三
会
中

　
学
校

▼
募
集
人
数　
若
干
名

▼
謝　
金　
１
時
間
１
０
０
０
円

▼
募
集
期
間　
６
月
１
日
㈪
～
６
月
23

　
日
㈫　
17
時

▼
申
込
方
法　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　
を
添
え
て
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い

▼
選
考
方
法　
書
類
、
面
接

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
社
会

　
教
育
課
（
☎
内
線
６
５
１
）

 

島
原
市
立
温
水
プ
ー
ル
自
主
事
業

「
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室
」

 

参
加
者
募
集

　
泳
げ
な
い
子
、
泳
げ
る
け
ど
も
っ
と

上
手
く
泳
ぎ
た
い
子
な
ど
、
講
師
が
初

心
者
・
中
級
者
・
上
級
者
ご
と
に
泳
ぎ

方
を
指
導
し
ま
す
。

▼
第
１
回

◎
と　
き　
７
月
20
日
㈪
～
７
月
24
日

　
㈮　
10
時
30
分
～
12
時
（
計
５
回
）

◎
対
象
者　
泳
力
が
25
ｍ
未
満
の
小
学

　
２
年
～
６
年
生

◎
募
集
人
数　
80
人
（
先
着
）

▼
第
２
回

◎
と　
き　
７
月
27
日
㈪
～
７
月
31
日

　
㈮　
10
時
30
分
～
12
時
（
計
５
回
）

◎
対
象
者　
泳
力
が
25
ｍ
未
満
の
小
学

　
１
年
生

◎
募
集
人
数　
30
人
（
先
着
）

▼
と
こ
ろ　
市
立
温
水
プ
ー
ル

募　
集
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▼
参
加
料　
５
０
０
円

▼
持
参
品　
水
着
・
水
泳
帽
子
・
ゴ
ー

　
グ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

▼
申
込
期
間　
６
月
23
日
㈫
～
７
月
18

　
日
㈯

※
月
曜
日
（
休
場
日
）
を
除
く

▼
申
込
方
法　
温
水
プ
ー
ル
に
備
え
付

　
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
温
水
プ
ー
ル
へ
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
立

　
温
水
プ
ー
ル
（
☎
�
４
３
１
４
）

 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課

程
）
受
講
者
募
集

　
聴
覚
障
が
い
者
の
意
思
疎
通
の
手
助

け
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
常
会
話
に
必

要
な
手
話
技
術
を
習
得
す
る
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　
き　
7
月
2
日
㈭
～
12
月
24
日

　
㈭
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
全
25
回
）

　
19
時
30
分
～
21
時
15
分

※
8
月
13
日
㈭
は
休
み

▼
と
こ
ろ　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
市
内
在
住
で
初
め
て
手
話

　
を
学
ぶ
人

▼
申
込
期
限　
6
月
19
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
福
祉
課
備
え
付
け
の
申

　
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉

　
課
障
害
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
３
）

　
島
原
病
院
の
職
員
募
集　
　

▼
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

○
看
護
師　
８
人
程
度

○
薬
剤
師　
３
人
程
度

▼
採
用
予
定
日　
平
成
28
年
４
月
１
日

　
以
降

▼
受
験
資
格　
次
の
年
齢
要
件
を
満
た

　
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す
る
人

　
ま
た
は
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
免

　
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
人

○
看
護
師　
昭
和
55
年
４
月
2
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
人
（
専
門
看
護
師
・
認

　
定
看
護
師
は
年
齢
不
問
）

○
薬
剤
師　
昭
和
45
年
４
月
2
日
以
降

　
に
生
ま
れ
た
人

▼
試
験
日　
６
月
27
日
㈯
（
作
文
、
適

　
性
検
査
、
面
接
試
験
）

▼
受
付
期
限　
６
月
23
日
㈫　
17
時
30

　
分
ま
で

▼
申
込
方
法　
島
原
病
院
な
ど
で
配
布

　
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
上
、
島
原
病
院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
試
験
案
内
、
申
込
書
は
島
原
病
院

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.shi

　

m
abarabyoin.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
す
で
に
免
許
を
有
す
る
人
は
、別
途
、

　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

　
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
長
崎
県
島
原
病
院

　
総
務
係
（
☎
�
１
１
４
５
）

　「
高
齢
者
福
祉
交
通
機
関
利
用
券
」

の
交
付
申
請
受
付

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
の
範
囲
を
広

め
、
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に

高
齢
者
福
祉
交
通
機
関
（
タ
ク
シ
ー
・

バ
ス
・
鉄
道
）
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
券
は
「
障
害
者
福
祉
交
通

機
関
利
用
券
」
と
重
複
し
て
交
付
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満

　
75
歳
以
上
の
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
人

○
本
人
が
所
得
税
非
課
税
で
自
動
車
を

　
運
転
し
な
い
人

○
自
動
車
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

　
た
人
（
所
得
税
課
税
で
も
助
成
対
象

　
と
な
り
ま
す
）

※
免
許
証
を
更
新
せ
ず
、
失
効
し
た
人

　
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

▼
交
付
枚
数　
１
０
０
円
分
の
利
用
券

　
を
年
間
80
枚
ま
で

※
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
は
交
付

　
枚
数
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈬
か
ら

▼
受
付
場
所　
福
祉
課
地
域
福
祉
班
、

　
有
明
支
所
、
三
会
出
張
所

▼
臨
時
受
付
場
所　
受
付
開
始
日
か
ら

　
数
日
は
、
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
、

　
受
付
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
臨
時

　
受
付
場
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

①
７
月
４
日
㈯　
９
時
～
16
時
30
分

○
島
原
文
化
会
館
（
展
示
ロ
ビ
ー
）

○
三
会
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
杉
谷
公
民
館

○
安
中
公
民
館

②
７
月
５
日
㈰　
９
時
～
16
時
30
分

○
有
明
支
所

○
霊
丘
公
民
館

○
白
山
公
民
館

▼
持
参
品　
申
請
者
の
印
鑑
（
代
理
申

　
請
の
場
合
は
代
理
者
の
印
鑑
も
必

　
要
）、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

　
た
人
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
ま
た

　
は
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

　
通
知
書
」

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉

　
課
地
域
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
７
）

　
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
７
）

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

　
乳
児
家
庭
訪
問
員
が
、
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
た
家
庭
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
と
地
域
を
つ
な

ぐ
最
初
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
赤
ち
ゃ

ん
の
い
る
家
庭
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
と
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し
ま

す
。

平成 27.6.　　22
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せ



く　　　情報らしの

　
長
座
体
前
屈
、
反
復
横
と
び
、
立
ち

　
幅
と
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
（
往

　
復
持
久
走
）

◎
65
歳
～
79
歳　
握
力
、上
体
起
こ
し
、

　
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足
立
ち
、
10

　
ｍ
障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行

▼
持
参
品　
運
動
の
で
き
る
服
装
・
体

　
育
館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

　
日
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　
６
月
23
日
㈫
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ

　
ー
ツ
課
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
班
（
〒
８
５

　
９
‐
１
４
９
２　
島
原
市
有
明
町
大

　
三
東
戊
１
３
２
７
番
地
（
☎
�
５
４

　
７
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
５
４
８
０
）

第
57
回
水
道
週
間

　
毎
年
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
は
水
道

週
間
で
す
。

　
市
と
島
原
市
給
水
工
事
指
定
店
組
合

で
は
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
「
カ
ラ
カ
ラ

で　
蛇
口
に
飛
び
込
む　
僕
の
口
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　
き　
６
月
６
日
㈯　
10
時
30
分

　
～
12
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
エ
レ
ナ
島
原
店
駐
車
場

　
（
城
内
三
丁
目
）、
島
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン

▼
対
象
者　
生
後
４
カ
月
を
迎
え
る
ま

　
で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭

▼
訪
問
員　
乳
児
家
庭
訪
問
員
（
保
健

　
師
・
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
）

※
訪
問
時
は
、
市
が
発
行
し
た
証
明
書

　
を
携
帯
し
ま
す

▼
内　
容　
市
の
子
育
て
情
報
を
届
け

　
る
ほ
か
、
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や

　
悩
み
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
（
個

　
人
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
気

　
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
訪
問
日
時　
乳
児
家
庭
訪
問
員
が
事

　
前
に
連
絡
し
、
日
程
を
調
整
し
ま
す

▼
費　
用　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
課
こ
ど
も

　
家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
８
）

 

島
原
市
奨
学
金

▼
貸
付
対
象
学
校
と
貸
付
月
額

◎
高
等
学
校
（
専
修
学
校
の
高
等
課
程

　
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
課
程
を
含
む
）

　
…
月
額
１
万
５
０
０
０
円

◎
高
等
学
校
以
外
（
大
学
・
短
大
・
高

　
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
な
ど
）
…

　
月
額
２
万
５
０
０
０
円

※
貸
付
は
無
利
子
で
す

▼
対
象
者　
次
に
掲
げ
る
事
項
を
す
べ

　
て
満
た
す
人

①
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
市
内
在
住
で

　
あ
る
こ
と

②
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
人
で

　
あ
る
こ
と
（
専
修
学
校
な
ど
は
２
年

　
以
上
の
課
程
に
修
業
す
る
人
）

③
経
済
的
理
由
で
、
修
学
が
困
難
な
人

　
で
あ
る
こ
と

④
学
業
成
績
が
良
好
で
、
品
行
方
正
な

　
人
で
あ
る
こ
と

▼
償
還
方
法　
高
校
な
ど
卒
業
の
半
年

　
後
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け
た
期
間
の

　
２
倍
の
期
間
内
に
、
月
賦
ま
た
は
半

　
年
賦
の
方
法
で
償
還

▼
受
付
期
限　
６
月
26
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　

 

教
育
総
務
課
ま
た
は
市

　
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の

　
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の

　
他
必
要
な
書
類
を
添
え
て
教
育
総
務

　
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
願
書
な
ど
は
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す

※
日
本
学
生
支
援
機
構
・
長
崎
県
育
英

　
会
な
ど
、ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
願・

　
併
給
が
可
能
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
教
育

　
総
務
課
総
務
班
（
☎
内
線
６
２
１
）

体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す

　
市
民
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　
き　
７
月
７
日
㈫　
19
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象
者　
20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
人

▼
テ
ス
ト
項
目

◎
20
歳
～
64
歳　
握
力
、上
体
起
こ
し
、

　
グ
モ
ー
ル
ウ
ィ
ル
ビ
ー
駐
車
場
（
湊

　
町
）、
ま
る
た
か
生
鮮
市
場
有
明
店

　
駐
車
場
（
有
明
町
釘
崎
）　

▼
内　
容　
水
道
無
料
相
談
所
、
利
き

　
水
コ
ン
テ
ス
ト
、
金
魚
す
く
い
、
ぬ

　
り
絵
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　
水
道
課
業
務
班

　
（
☎
内
線
５
９
３
）

農
業
者
年
金
現
況
届
の
提
出

　
農
業
者
年
金
現
況
届
は
、
農
業
者
年

金
を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
書
類
で
す
。
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　
６
月
30
日
㈫
ま
で

▼
受
付
場
所　
農
業
委
員
会
ま
た
は
市

　
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課

▼
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
（
☎

　
内
線
５
３
２
）

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
の
開
催

▼
と　
き　
６
月
18
日
㈭　
９
時
～
15

　
時
、
６
月
19
日
㈮　
９
時
～
15
時
30

　
分

▼
と
こ
ろ　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

　
組
合
消
防
本
部

▼
受
講
料　
３
６
５
０
円
（
テ
キ
ス
ト

　
代
）

▼
申
込
方
法　
消
防
署
な
ど
で
配
布
す

　
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　
写
真
２
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■「ふるさと融資」とは
　島原市が地域総合整備財団（ふるさと財団）の協力を得て、地域振興や雇用促進につながる設備投
資を行う民間事業者に対し、設備投資資金の一部を無利子で融資する制度です。
 
■「ふるさと融資」の対象要件が緩和されました
　（１）雇用要件の緩和

　　　事業開始に伴う新規雇用の人数が、５人から１人に引き下げ

　（２）貸付対象費用の総額の緩和
　　　貸付対象費用（用地取得費は除く）の下限額が、2500 万円
　　　から 1000 万円に引き下げ

　（３）融資比率の引き上げ
　　　過疎地域指定に伴い融資比率が、費用額の 35％から 45％に
　　　引き上げ

　○対象となる事業や費用など、詳しくは、総務課財政班に問い合
　　わせてください

ふるさと財団

島原市

民間事業者

①融資申し込み

②調査依頼 ③調査結果通知

④貸付実行

手続きの概略

『ふるさと融資制度』が活用しやすくなりました

▶問い合わせ先　　総務課財政班　（☎ 63-1111 内線 156）



く　　　情報らしの

25　　平成 27.6.

平成 27 年度新規事業
　  精霊流し行事支援

     土木建築人材育成事業

　精霊流し行事実施協議会では、300 年以上も受け継がれてきた伝統行事「精霊流し」の継続と活
性化を図るため、次の支援を実施します。
①精霊船台車作製支援

　精霊船の台車作製に要する経費の一部を助成
します
▶助成額　経費の２分の１（５万円を上限）
②担ぎ手ボランティアの募集
　精霊船の担ぎ手として参加できるボランティ
アスタッフを募集します
▶応募資格　４月１日時点で満 18 歳以上の人
　　　　　　（高校生は不可）
※応募の際は、顔写真が必要です
▶募集人数　50 人程度
▶活動内容　精霊船の担ぎ手、切子灯篭の飾付
　　　　　　など
③担ぎ手ボランティア派遣先の募集
　担ぎ手ボランティアの派遣を希望される個人・
団体を募集します
▶応募人員　１個人または１団体につき、５人    
　　　　　　を上限とします

④精霊船作製支援
　精霊船の作製に要する費用の一部を助成しま
す
▶助成額　精霊船の作製に要する経費（２万円
　　　　　を上限）
申込期限
　①～③は６月 19 日（金）まで
　④は９月 15 日（火）まで
申込方法
　しまばら観光おもてなし課に備え付けの申込
書に、必要事項を記入し、提出してください
申し込み・問い合わせ先
　精霊流し行事実施協議会
　（しまばら観光おもてなし
　課内）（☎内線 212）

　本市の人材育成を図るため、4 月 1 日以降の土木建築関係の資格取得者および大工育成塾の入
塾者に次の支援を実施します。
①資格取得者奨励金

▶対象者　市内に住所を有し、市税を滞納して
　　　　　いない人で、次の土木建築関係の資
　　　　　格を取得した人 
　　　　　○建築士
　　　　　○土木施工管理技士
　　　　　○管工事施工管理技士
　　　　　○造園施工管理技士
　　　　　○建設機械施工管理技士
　　　　　○建築施工管理技士
　　　　　○電気工事施工管理技士
▶奨励金額　受験料全額
▶申請に必要なもの
◎資格取得のための受験料の支払い金額が分か
　る書類の写し
◎資格取得したことが証明できる書類の写し
◎市税に滞納がないことを証明する書類（完納
　証明書）

②大工育成塾奨励金
▶対象者　市内に住所を有し、市税を滞納して
　　　　　いない人で、大工育成塾に入塾した
　　　　　人
▶奨励金額　授業料の２分の１以内
▶支給期間　最長３年間
▶申請に必要なもの
◎大工育成塾の授業料の支払い金額が分かる書
　類の写し
◎市税に滞納がないことを証明する書類（完納
　証明書）

申し込み・問い合わせ先
　道路課建設総務班（☎内線 253）
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nformationInformationI

●人　口  46,922 人（＋ 47）
●男　性  21,762 人（＋ 31）
●女　性  25,230 人（＋ 16）
●世帯数  19,172 世帯（＋ 47）

出生  26 件　死亡  58 件
転入 165 件　転出 143 件

人の動き（５月１日現在）

し ま ば
育 シ

ら
食 ピレ
れんこんを使った低カロリーなお好み焼き

シャキシャキお好み焼き

＊エネルギー 176kcal

1 人分栄養価

●島原市ホームページ（http://www.city.shimabara.lg.jp/）
●ケーブルテレビ
・カボチャテレビ（土曜　8:30、10:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00
　　　　　　　　  日曜　8:00、15:00、18:00、21:00、翌 2:00、翌 5:00）
・ひまわりテレビ（月曜～金曜　18:45）
●コミュニティＦＭ　ＦＭしまばら（88.4MHz）（月曜～金曜　９:10、15:10）
●新　聞　・島原新聞 市役所欄（随時）
　　　　　・長崎新聞 市政情報コーナー（毎月第２・４火曜）

情報発信 市政情報などは、次の方法でも情報発信しています

　

　小麦粉の代わりにれんこんを使って作るお好み焼きです。 
　すりおろしたれんこんでモチモチ、粗みじんのれんこんでシャキシャキの 2 つの食感が楽しめます。
　れんこんをつなぎで使うことで、小麦粉の量が少なく、カロリーが通常の 80% に抑えられます。

お好み焼きが食べたいけど、カロリーが気になる人にオススメです

（レシピ提供：島原市食生活改善推進員協議会）

材  料
（４人分）

① れんこんの皮をむき、２／３は卸金ですりおろし、１／３は粗みじんに切ります

●れんこん………200 ｇ
●キャベツ………160 ｇ
●小ねぎ……………20 ｇ
●豚ももスライス…80 ｇ

●卵……………………２個
●ちりめんじゃこ…20 ｇ
●花かつお……………４ｇ
●いりごま……小さじ２杯

●片栗粉………大さじ３杯
●サラダ油……小さじ２杯
●お好みソース………適宜

② キャベツはせん切り、ねぎは小口切り、豚肉は 1cm 幅に切ります

③ ボールに①のれんこんと片栗粉、②の具材、卵、ごま、ちりめんを入れて混ぜ合わせます

④ フライパンに油を敷き、③の生地を流し、フタをして中火で両面を焼きます

⑤ ④にお好みソースを塗り、花かつおを散らす。

『無事故へと　気持ち集中　はっけよい』（平成 27 年度危険物安全週間推進標語）

　危険物（ガソリン・灯油など）が絡む事故、火災を起こさないよう、取り扱いには
十分注意しましょう。
◎灯油用プラスチック容器にガソリンを入れない（消防法令で禁止されています）
◎ガソリン携行缶のフタを開ける前に機械類のエンジンを停止し、エア抜きをする　
　また、高温の場所に置かない
▶問い合わせ先　島原地域広域市町村圏組合　予防課（☎ 62-5857）

６月７日（日）～６月 13 日（土）危 険 物 安 全 週 間
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新刊図書紹介 ６月の催し

　６月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内線
184）で無料相談を行います。なお、行政相談のみ有明福祉
センターでも受け付けます。
◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　６月　２日（火）   13 時～ 15 時　   古瀬行政相談委員
　　６月 16 日（火）　13 時～ 15 時　　金子行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
　　６月　３日（水）　13 時～ 15 時　　宇土行政相談委員
◆特設人権相談（人権擁護委員）
　　６月　４日（木）　13 時～ 16 時 
　　※森岳公民館、有明福祉センターの２会場で行います
◆不動産に関する相談（県宅地建物取引業協会）
　　６月 15 日（月）　13 時～ 16 時
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約　月初めから予約受付】
　　６月 18 日（木）　13 時～ 16 時
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など
　公証人法律相談（島原公証役場　公証人）
　　６月 24 日（水）　13 時～ 16 時
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　６月 25 日（木）　10 時～ 16 時

島原図書館
■ おはなしのじかん
　　　　　　６日（土）・13 日（土）・20（土）11 時～

■ 大人向け映画会「蝉しぐれ」　  　14 日（日）14 時～

■ おはなしひろば　　　　　　　　 27 日（土）11 時～

■ 郷土史を学ぼう会 　　　　　　　27 日（土）14 時～
　「神代郷土史」（講師：森川太十郎 先生）
　「深溝世紀　巻四」（講師：松尾卓次 先生）

有明図書館
■ 「返却しおり」イラスト大募集　１日（月）～ 29 日（月）

■ ちいさなおはなしかい　　　  13 日（土）14 時 30 分～

■ おはなしのじかん
　（ボランティアグループ「こんね」の皆さんによるおはなし会）
　　　　　　　　　　　　　　　27 日（土）14 時 30 分～

「志士の峠」
　植松 三十里  著　　中央公論新社
　勤王を掲げて挙兵した公家・中山忠光。
政局の変化と仲間との確執に苦しむ行軍
中、四方から幕府方の大軍が迫っていた。
維新には早すぎた「天誅組」の激闘を描
く歴史長篇。

「夏の雷音」
　堂場 瞬一  著　　小学館
　本の街、神保町から消えた１億２千
万円の名品。オークションで落札した
店主は謎の死をとげる。大学准教授の
吾妻幹は真相を追い始めるが、事件は
思いも寄らぬ展開を見せる。

市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

■「ミツハの一族」
　　乾 ルカ　著　　　　東京創元社

■「持たざる者」
　　金原 ひとみ　著　　集英社

■「トットひとり」
　　黒柳 徹子　著　　　新潮社

■「透明人間は 204 号の夢を見る」
　　奥田 亜希子　著　　集英社

気軽に相談して

ください

 ・市民税（第１期）
 　 の納期限は ６月 30 日 （火）です
　納付には、便利な口座振替（自動振込）をお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行）、島原雲仙農協、長崎信漁連などで
受け付けます。
　また、税は主なコンビニエンスストアでも納
付することができますのでご利用ください。

＜問い合わせ先＞
●市民税……税務課市民税班（☎内線 172）

納税相談はお早めに
　病気や失業などで納期限までに納付が困難な場合
は、税務課へ相談してください。そのままにしてお
くと、延滞金が加算され負担が増えることになりま
す。
　詳しくは、税務課収納班（☎内線 174）へ問い
合わせてください。

納期限のお知らせ

○島原図書館（☎ 64 － 4115）　開館時間…９時～ 18 時（金曜は 20 時まで開館）
　６月の休館日…１日（月）・8 日（月）・15 日（月）・22 日（月）・29 日（月）・30 日（火）

○有明図書館 ( ☎ 68 － 5808）　開館時間…９時～ 18 時
　６月の休館日…２日（火）・９日（火）・16 日（火）・23 日（火）・30 日（火）
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6月 3日は「いのりの日」

「全国龍馬社中・九州ブロック大会」・「島原市民文化講座」共催　特別講演会
　～歴史を託された者の覚悟～

「勝海舟の家系に生まれて」

講師　髙山みな子先生
（勝海舟の玄

やしゃご
孫・作家）

問い合わせ先　社会教育課（☎ 68-5473）

入場料無料

6 月７日 日
島原文化会館

（９時30分開場）
10 時開演

勝海舟・坂本龍馬
長崎初上陸の地（津町）

　市では雲仙・普賢岳噴火災害で犠牲となられた人々のめい福を
祈るため献花所を設置します。献花用の菊を準備しますので献花
をお願いします。
▶と　き　6 月 3 日（水）　8 時 30 分～ 18 時
▶ところ　仁田団地第一公園 （雲仙普賢岳噴火災害犠牲者追悼之碑）
▶問い合わせ先　秘書人事課秘書広報班 （☎ 63-1111 内線 124）
◎黙とう　大火砕流が発生した 16 時 8             
               分にサイレンを吹鳴しますの
               で､ 黙とうをお願いします
◎半　旗　事業所などは半旗での掲揚   
               をお願いします

献花所の設置・黙とう・半旗

献花所

～災害を風化させることなく、後世に伝承～

　雲仙・普賢岳噴火災害時、多数の死者・行方不明者を出した大火砕流から
６月３日（水）で丸 24年となります。
　市では６月３日を「いのりの日」として位置づけ、犠牲となられた方々を
慰霊するとともに、噴火災害を風化させることなく後世へ伝えていく決意を
新たにする日として、市内各所でさまざまな追悼行事などが行われます。

　未来を担っていく
子どもたちへ噴火災
害の伝承を目的とし
て「第 9 回いのりの
灯」を開催します。
▶と  き　6 月 3 日（水）
　　　　  17 時 20 分～ 20 時（雨天決行）
▶ところ　雲仙岳災害記念館
▶内　容　島原音楽協会・高校生楽団コン 
  　　　　 サート､ キャンドル点灯式
▶問い合わせ先　雲仙岳災害記念館
                       （☎ 65-5555）

 いのりの灯

キャンドル点灯式

ともしび


